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榊亮三 郎が収集 した ネワ ー ル 仏教写本 と

　　　　　Siddhi　har＄a　Vajr琶c5rya 一 族

吉　崎　
一

　美

は じめに　榊亮三 郎 （1872− 1946） に よ る ネ ワ ー ル 仏教写本 の 収集活動 は二 度に

わ た っ て 進 め られ た． 高 山龍 三氏 に よれ ば， 「榊 亮三 郎 は 1907年 3 月 フ ラ ン ス に

留学 ， 帰路イ ン ド仏跡 をまわ り， 1910年 4 月帰朝 した． （中略）（その 際 に榊が 収集

したネワ
ー

ル 仏教写本に つ い て
， ）渡邊 （海旭）の 本に は ， イ ン ド旅行の 際獲 た八 〇

余部 の 写経 で ， な か に は入 千頌般若の 貝葉古写経 もある
，

と書か れ て い る の みで

ある． （中略） また 1913年帰国後の 談話で ， 高楠順 次郎は， 京都の 榊博士 が 買わ

れ た もの が 凡 そ五 〇部あ る
，

と書い て い る， （中略）（しか しなが ら）い ずれ も （榊が ）

ネパ ー ル に入 っ た か どうか 記録が な い ． （中略）1923年榊 はふ た た び 欧米 各国イ

ン ドに 出張 ，
こ の と きは ネパ ー ル に 入 っ た と足 利 惇氏 が 書 く」 とい う （［高 山

2009： 11］）． こ の 第二 回収集 に つ い て
， 足 利氏 は ， 「（榊 亮三 郎先生 は ）大正 十二 年

（西暦 1923年）三 月， 欧 米 及 び 印度視察 の た め 六 ヶ 月間 の 出張 を文部省 か ら命ぜ

られ た が ， 印度に お い て は ネパ ー ル に 入 り， 仏教流行の 現状を細密に 視察せ られ

た． （中略） こ の 際先生が 印度に お い て 蒐集 され た梵本 の 大 部分 は， 今 日
， 東海

大 学の 所蔵 に な っ て い る」 と述 べ て い る （［足利 1980： 8］： 以上 の 引用 中 ，
カ ッ コ 内

は吉崎の 補足 を示す． また ［高山 2009］の 引用文中に挿入 され た典拠 を省略 した）．

　本稿 で は
， 榊 亮三 郎が 収集 した京都 大学所蔵梵文写本 コ レ ク シ ョ ン お よ び東海

大学所 蔵梵文写本 コ レ ク シ ョ ン に つ い て
， それ ぞ れ の 先行 カ タ ロ グ （［Goshima・and

Noguchi 　1983］，［Iwamoto 　l960］）を参照 しつ つ
， ネワ

ー ル 語 を主要言語 とす る奥書す

べ て を再調査 し
1）

， その 成果を もとに Siddhi　harSa　Vajr五c5rya とそ の
一

族につ い て

報告する．余の 成 果は他 日の 紹介 を期する． 本稿が 特に彼 ら
一

族に注 目する理 由

は 二 つ あ る． ［1］中村元 先生が ネパ ー ル を訪問 され た際 に ，

一
人 の 金剛師 （ヴ ァ

ジ ュ ラ
ー

チ ャ
ー

ル ヤ ）の 紳士 か ら 「わ た しの 祖父 はサ カ キ さ ん榊 亮三 郎 に協力 しま

した」 と挨拶 を受けた （［中村 1967； 64］；原文 マ マ ）． こ の 紳士 は ネパ ー ル 政府考古

局長官で あ っ た PUrpa　harSa　Vaj　rficarya 氏 （ネワ
ール 暦 ［N ．S．］1042− 1132／1133）で あり，

した が っ て 「祖父 」 とは ビル ・
ライブ ラ リ

ー （Vir　Pustakalaya　or　GhaOtaghar　Pustakalaya：
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榊亮三郎が収集したネワ
ール 仏教写本と Siddhi　harSa　VajrEcErya　一族 （吉　崎） （9）

現在の ネ パ ール 国立 古文書館） の パ ン デ ィ トと して 活 躍 し

た Siddhi　harSa　Vajr互cfirya で あ っ た こ と に な る （［Who
’
s

wh ・ 2003：63］）． 後年， プー ル ナ ・ハ ル シ ャ 氏 は拙 共著へ

序 文 を寄せ られ ， 「京都大 学 の 榊 亮三 郎教授 もビ ル 図書

館 を訪 れ ，

パ ン デ ィ トで あ っ た シ ッ デ ィ
・ハ ル シ ャ

・

ヴ ァ ジ ュ ラ
ー チ ャ

ー リヤ と親交 を結 ん だ 」 と述べ ， 中村

先生 の ネパ ー ル 訪 問 に も言及 され た （［吉 崎 ・
山 中 1998 ：

i−ii］）． ［2］ネパ ー ル 仏教 史に お ける 写本書写か ら印刷本

流布 へ の 転換期 を考察す る 上 で
，

シ ッ デ ィ
・ハ ル シ ャ の

一 族 は 興 味深 い 貢献 の
一

例 を示 して い る． こ れ らに つ い

て ，
こ れ まで に 判明 した 調 査結果 を報 告す る ． なお写 真 は ， 故 pnma 　harsa氏 の

自室 に飾 られ て い た Siddhi　harSa氏 の 肖像画 で ある （2012年 12月， 田 中公 明氏撮影）．

1 ． Siddhi　har胆 Vajr2c盃rya （SurataSri　mahfivih 函ra
，
　Tak §a　or 　Ta駐ehe ［lp ］Bah 賣

，

Asan
，
　Kathmandu ）　京 都大 学 写 本 （以 下 で は K と略す） K −38 ∠Eka 〃avira 丿一Ca44a −

mahdro5aUa −pafijika　Padmdvati （undated ）は SurataSri　mah 巨vihfira の Siddhi　har＄a

vajr五cfirya に よ る 書写 で あ る． 書写 の 典拠 と な っ た テ キ ス トは ， 彼の 勤務 先 で

あっ た ビル ・ラ イ ブ ラ リ
ー
所蔵の 同名写本 （［BSP 　7−1： 150

，
　kramanka　tr−402，　vi§ay5nka

222，N ．s．417］）で あ っ た と思 わ れ る．　 K −38 の 奥書 は， ビ ル ・ラ イブ ラ リー 写本 の

奥書 に続 けて ， こ の 度の 書 写者 で あ る 彼 の 名 を 追 記 して い る ． ま た K −108　Saηp−

varodaya −tantra を補修 した Siddhi　harSa（undated ， 姓お よび住所等 の 記 載無 し）は 同一

人 物 の 可 能性 が あ る． 彼 は B5bu 　kaji　Guruju （・r　Babu　kaji　VajrficErya） と も呼 ば れ
，

そ の 生 没 年 は N ．S．999− 1072 （ヴ ィ ク ラ ム 暦 ［V ．S．］ 1936−2009， 西 暦 ［AD ．］1879−

1952）年で ある ． 彼 は ビ ル ・ラ イ ブ ラ リ ー の パ ン デ ィ トと して ， N．S．1042 （A ，D ．

1922） に Binayatosh （Ben・yt・sh ）Bhattacharyaの ネパ ー ル 仏 教 図像学調査 に協力 し

（［Bhattacharyya　l968 （1958）： X ，345］，［HR （1）−351］），
　 Bhattacharyaに Nis．　pannayog浸vati

の 校 訂 を勧 め た （［Bhattacharyya　1972 （1949）： preface］， ［Khadga 　man 　2008： 350］）． 彼 は

碑銘研究の 権威 で もあ り，
ビル ・ラ イブ ラ リ

ー 旧蔵の 碑文 コ レ ク シ ョ ン収 集は 彼

の 尽力 に よ る （［Amatya 　undated 　：85］）． またパ タ ン 市郊外の AkSeSvara　mahavihata に

あ る 古仏塔 の 碑文 を解 読 し ， そ の 建立 を N ．S．527と比 定 した こ とで も知 られ る

（［AkseSvara　1115： 70］）． 古文 書解読 に 関す る 彼の 業績 に つ い て は ［Pant　2062163］

の コ メ ン トが ある ． そ の
一 方で N ．S．1048に は テ ー ラ ヴ ァ

ー ダ仏 教 の 拠 点 とな る

Kindvah 　Baha の 修復 に参加 し （［Lakaul・1105： 62］），
　 N ．S．1063に は ス ヴ ァ ヤ ン ブ ー
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（10）　　榊亮三郎が収集したネワ
ール 仏教写本と Siddhi　harSa　VajrficArya　

一族 （吉　崎）

の 北 東 に Bodhimap4apa 　siddhi 　vih 互ra を 建 設 した （［HR （1）：616］）． 文 豪 Citadhar
“
Hrdaya

”

は
， 少年期 に 彼 に 師事 して サ ン ス ク リ ッ ト語 を学 ん だ （［H τdaya　1126： 16，

31］）． 一
方，彼の 孫た ち （4ddhi　harSa　and 　V1d （ihi　harSa　Vaj　r互c五rya）が刊行者 とな っ た著

作 （［Vadri・ratna ・1123］）の 序 文 に
， 彼 の 略歴 な らび に家系図が 掲載 され て い る ． そ

れ に よれ ば
， 彼 はパ ン デ ィ トKula　m …  a　

2）
の もとで ビル ・ラ イ ブ ラ リー に勤務 し，

N ．S．1049 に は そ の h5kim （the　head　of 　a　department） に 就任 し た． そ の 間 に Sylvain

L6vi や Giuseppe　Tucci らの 調査 に も協力 した．　 V ．S．2007 に は ス ヴ ァ ヤ ン ブ
ー

に小

仏塔 caitya を建立 し， そ れ に伴 っ て バ バ ・プ ジ ャ を主催 した． 彼 は ネパ ー ル で 初

め て グ ル マ ン ダ ラ儀礼 の 活字テ キ ス トを刊行 した と もい う．

2 ． Citta　har§a　and 　Parpa 　harSa　Vaj　rac2rya 　上 述 の 家系 図 （［vadri　ratna　1123：

ca −ja］） に よ れ ば
，
　 Suvi≦uddha 　har＄a の 息 子 で あ る Siddhi　har爭a に は

， 妻 の Kanchi

舶   と の 問 に 二 男 三 女 の 子 が あ り， 長 男 を Citta　harsa （生没年 未記 載）
， 次 男 を

Dharma 　har＄a （V ．S．1963−2031）とい う．　 Pama 　harSa氏は Citta　harSaとその 妻 Cini　mEy5

の 息子 で ある ． 京大 写本 K −53　1）vadaSa −sahasrika 〃maha ρra りyangimb（undated ）は ，

“
Asan−tol　Tak寧a

−vah 互lavasthita　Vajr5c巨rya，　parpdita，　Siddhi　harSa　Vajr百ctiryyasya 　putra

Citta　harSa　Vajrac5ryya
”

に よ っ て 書写 され た ，　 N ．S．1038 にス ヴ ァ ヤ ン ブ
ー

の 仏塔

が修復 され た際の 完成儀礼で は ，
Tabchem 　Baha の Citta　harSaが仏塔 北面担 当の 司

祭僧 uttarficErya を務 め た （［HR （1）：329］）． 彼 は多 くの 古文書 を鑑定翻訳 し， それ

に
“

Parp．　Citta　har＄a　Bajraca・ya　Asan
”

と署 名 し て い る （［Pant　2062： 19， 21， 23， 28］，

［YogeSa 　2063： 1L　12，19，20，21］）．彼 は また ネパ ー ル 国内の チ ベ ッ ト仏教寺 院 を調査

して
， 近代 ネパ ー

ル に お け るチ ベ ッ ト研 究の 草分 け と評 され る ． しか しなが ら ，

［Jagadish　l980： xi］ は ネパ ー ル 美術の 重要 な コ レ ク シ ョ ン の 一 つ に
“
Collection　of

Pandit　Siddha ［sic．］Harsha
，
　Dha   a　Harsha　and 　P   a　Harsha 圃 rachaWa

”
を挙 げ，

その 継承者 に Citta　har＄a で は な く，
Dharma 　harSaの 名 を記 して い る ．

3 ． Dharma 　har§a　Vajrficarya　Siddhi　harsaの 次男 Dharma　harsaは ア ー シ ャ
ー ・

サ フ
ー ・ク テ ィ 所 蔵写本 Dharma −samuccaya （DP 　No ．3716

，
　undated ）を書 写 した ． そ

の 末尾 （f．　80a）に ，

“
Asan　Taklla　vahfi1 　Vajr巨cErya 　11　Siddhi　har串aya 　dvitiyaputra　Dharma

harSanam　siddhayaka 　jula，　tho　saphu 　tEdapatrasa　／／　coyataguli 　svay5 　coya 　jula
”

（「ア サ ン

にあ る タチ ェ
・バ ハ ル の ヴ ァ ジ ュ ラ

ー
チ ャ

ー
ル ヤ で ある シ ッ デ ィ

・ハ ル シ ャ の 第二 子で あ

る ダ ル マ
・

ハ ル シ ャ が 完成 した． こ の 写本 は ， 貝 葉 に書 か れ て い た もの を見て 記 した」）

とある．京大写本 K −83　Mahavastvavaddna （N ．S．・985）に 添付 され た sttci−patra （£ 　1−3）

の 筆 記者 Dharmma 　harsa（undated ， 姓 お よび住所等 の 記載無 し）は同
一

人物 と思 わ れ
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榊亮三郎が収集 したネワ
ール 仏教写本 と Siddhi　harSa　Vajr諷carya 一

族 （吉　崎）　　 （11）

る ． ネパ ー ル 仏 教 史 に お け る 印 刷 本 の 流 布 は 彼 の 時 代 に 始 ま る． 上 記 ［Vadri

ratna 　1123：ja］ に よ れ ば
， 彼 は ラナ 政権下 で デ ィ ッ ター

の 官位 を有す る 高級 官吏

で あ っ たが ， 時代 に先駆 けて N ．S．1059に ア ン ナ プ ー
ル ナ 印刷所 を起 こ し

， 仏教

を宣揚 す る 多 数 の 印刷物 を率 先 し て 刊行 し た． 起 業 の 年 に編 者兼刊 行者 と して

“
Bauddha　stotra 　samgraha 　IVZa7masa〃agiti　sαhitam

”
と題す る 印刷 本 を出版 し （［Pale−svarp

23： 33］），
N ，S．1060お よ び 1064に は

“

Samksipta−bauddha−stotra −sangraha
”

（14・folios）

を編 纂 し， 印刷刊行 した （［Miroj　2010： 35，　no ．138］）． 彼 は V ．S．2001 に ネパ ー
ル で

最初 の ポ ケ ッ ト版 カ レ ン ダー を 印刷発 行 した こ とで も知 られ る． な お 京大 写本

K −ll6SarPPutodbhava−tantra　（undated ）　1ま　
“

Surata6ri　mahavih 盃r…ivasthita．．．rSa （？）Va −

jracarya
”

に よ っ て 書写 され た が ， 人名が 判読 で きない ． ま た東 海大 写本 コ レ ク

シ ョ ン 奥書 に Siddhi　harSa　Vajr5cfiryaとそ の 一 族の 名 は見 あた ら ない ．

4 ． 1）harma 　harSa　Vajr2cfiryaの 息子たち　Dharma　harsaと妻 Sanu・nani （Pama

devi
，
　V ．S．1965−2033） との 間に は三 男

一
女 の 子 が あ り ， 長 男 Pupya　harSaの 息子 と し

て Pramoda　harSaと Paramananda　har5aら が 生 ま れ た ． 上 掲 尽ddhi　harSaと Vrddhi

harSaは Dharma　harSaの 次男 と三 男 で あ る ． 亡 父 Pupya 　har§a （Juju　bhai，　V ．S．1988−

2049）追善の た め に
，

Param5nanda 　harSaは ［Vadri　ratna 　1113］の 刊行 者 とな っ て
，

同書 を法施 dharma−danaと して 出版 した ．　 Pramoda 　harSaは ［Phaηindra　and 　Munlndra

1112］ な らび に ［Munlndra　2058］ 等の 刊行 者 とな っ た．　 Riddhi　harsha　Bajracharya

（4ddhi　har＄a　VajracArya，　V ．S．1995生 ， 住所等 の 記載無 し） は
，
　 A ．D ．1987 の 時点 で

， 印

刷会社 Ananda　Printing　Press［P．］Ltd．等 を経営 す るか た わ ら， 月刊 宗 教 誌 梅 加 η

の 発行 人， 月刊英字誌 The　Nepal　Todayの 編集長， な らび に ネパ ー ル ・マ レー シ ア

友好協会副会長 として 知 られ
，

また郵趣 家で もあ っ た （匚Phil・tely　1987： 39］）．　 Vrddhi

harSaは Vinayaka　Pressの 代表 と して ，［Dibya 　bajra　2048］な どの 印刷 を請け負 っ た 。

前掲 書 ［Vadri　ratna 　1123］ も同印刷 所か ら
， 彼 ら兄弟 に よ っ て 父 の 死後三 十年の

追善供養 と して 刊 行 され た．写本書 写の 伝統が 印刷本 に よ る大量 流 布に 転換 す る

時代 に ， 写 本書写 者 と書写 依頼者 が編 者 （また編 者か ら著者 へ ） と刊行 者 （今回 の

ケー
ス で は印刷所 を兼ね る）の 関係 に変化す る状 況 に つ い て

，
Siddhi　harSa　Vaj　racarya

の 一 族 を通 じて
， その

一
例 を紹介 した． 写本か ら印刷 本 へ の 移 行 ， また 法 施 に よ

る 個 人出版 と商業 出版 の 対比 か ら派生 す る新た な問題 に つ い て は
， さ ら に 別稿 を

用 意す る．

5 ． お わ りに　榊 に 対 す る Siddhi　harSa　vajrac…hya の 「協力」 とは
， 彼 の 息子 た

ち を含め て の 経 典書写で あ っ た ら しい ． しか しなが ら碑文 と美術 品の コ レ ク タ ー
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（12）　　 榊亮三 郎が収集 したネ ワ
ール 仏教写本 と Siddhi　harsa　Vajrdcarya一族 （吉　崎）

で もあ っ た 彼 が
， もっ と積 極 的 に 榊 の 写本 収集 活 動 に 関与 し た 可能性 も あ る，

Bhattacharyaの ネパ ー ル 仏教 図像学調査に あた っ て
， 「彼 は貴重なネパ ー ル 図像の

オ リジナ ル や 写本の 数 々 を提供 した」 とい う （［Bhattacharyya　l968 （1958）： X ］）． 渡

邊海旭 と高楠 が挙げる収集点数を合 し ， 第二 回 収集分 の 混入 を考慮 する と
， そ の

数 は京都 大学 写本 コ レ ク シ ョ ン の 総数 134点に ほ ぼ
一

致す る． そ れ で 榊 に よる 第

一 回の 写本収集に は二 つ の 収集源が あっ た よ うに 思 わ れ る ． その 収集源の
一

方に

彼 を想定す る こ とは十分 に可 能で あろ う．

1）ネワ
ール 仏教 写本の 奥書 を研 究対象 とす る 試み は

， それ が新た な試み で あ るが ゆえ

に ，時 と して さま ざま な実務上 の 障害 に 直面する ． こ れ まで 研究者 た ちの 多 くは原典テ

キス トを再構築するた め の 資料 と して ネ ワ
ー

ル写本 を利用 して きた の で ，写本の 管理者

た ちは ， 研 究者か ら寄せ られ る複写依頼が写本の 冒頭 か ら末尾 まで の すべ て で あ る こ と

を前提に して ， 業務の 態勢を整えて きた．今回， 京都大学にお い て マ イ クロ フ ィ ル ム か

ら奥書 部分の み をプ リ ン トア ウ トする作業 （2009年 9月 7−8 日），
お よび写本原本 か ら

の 確認作業 （2010年 9月 6 日）で は，京都大学文学研 究科図書館 か ら格 別の 厚意 を受け

た ．また東海大 学 中央図書館 は，所蔵写本 の す べ て を一
時的 に東海大 学熊本校舎付属図

書館 へ 移 し， 三 週 間 に わた る吉崎 の 調査 （2010年 2−3月）に便 宜 を図 っ て くだ さ っ た．

記 して 御礼を申 し上 げます． こ れ らの 調査結果は未発表の ままで あるが ， 後者の 原稿

「東 海大学所蔵サ ン ス ク リ ッ ト語写本 ネワ
ー

ル 語奥書調査 ノ ー ト」 （2010年 3 月 23 日）

は 東海大学中央図書館 に提 出 して ある ．　　　 2 ）拙稿 ［吉崎 2012］参照．高楠順次郎

は 1910〜11年 に か けて の 半年 間に わた り，

パ タ ン の Hirapya （varpa ）mahavihata の パ ン

デ ィ ト Kula　maha 　Gubhaju に就 い て 『大 乗荘厳経論』 を学んだ とい う （［VideSi　1098：20］）．

足利惇 氏 1980 「榊亮三 郎先生 ，その 人 と学問」 『榊亮 三郎 論集』 国書刊行 会 ：序文 pp，

3−9． 高 山龍 三 2009 「日本 とネ パ ー
ル の 交流 ・補遺 2」「日本 ネパ ー

ル 協 会会報』No ．

215，pp．11− 12． 中村元 1967 「ネパ ール の 仏教」『心』20−5，　pp．58−64． 吉崎
一美 2012 「河

口 慧海に 梵語文法 を教授 した クル マ ン博士」 『印度学仏 教学研究』 61−1，　pp．11− 15． 吉崎
一美 ・田中公 明 1998 『ネパ ール 仏教亅春秋社 ．　 ［AkSeSvara　1115］： Hema 　raj　Sakya，　N ．S．

11正5 ，
AiCSeSvara　mahavihnra ’ Puco 　chag 露 ρψ y4yαηα

，
　Patan．　Amatya

，
　Shaphalya（ed ．），

n ．d．

（1989？），
National　Histoi　v　Guide　Committee！ Source　Manual 　Series　No ．3

，
　Kathmandu ： Dep ．　of

Archaeology．　Bhattacharyya
，
　Benoytosh

，
1968 （1958），

The　Indian　Buddhist　lconography
，

Calcutta： Fi  a　K ．　L．　MUkhopadhyay．　 Bhattaeharyya
，
　Benoytosh

，
1972 （1949），

N砂 αηηα一

yoglivart，　GOS ，
　no ．109，　Baroda．　［BSP　7−1］：Pt卑 a　ratna 　Bajr巨cErya （ed ．），

V ．S．2021， Br加 ’諏 cΣ

Patram ’ Bauddha −vis．　ayakah 　Saptamo　bhagak　Prathama −kha44ak
，
　Vira−pustak51ayatab　PrakESitaSca，

Kathmandu．　Dibya　bajra　BajrEc5rya（anu ．），
V ．S．2048，

孫c酸ソα D 肋 順 gα viracita 　Pral
’
n
’
apdramitd

p勿面厂伽 samgraha
，
　Kathmandu （？）： Akhila　Nepal　Mah 巨yEna　Bauddha 　Sam 司．　 Goshima

Kiyotaka　and 　Noguchi　Keiya （eds ．）， 1983，　A　Succinct　Catalogue　of 　the　Sanskeit　Manuscripts　in

the　Possession　of 　the　Faculty〔ofLetters ，　Kyoto　University，　Kyoto ．　［HR （1）］： Hema 　raj　Sakya
，
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twN=-RB7)stIIRML7:*'7-]V{aifgZsl SiddhiharsaVajr5c5rya-lk  (S pt5)(13)

N.S. 1098, siri Svayambha  mahacaitya,  Kathmandu:  SvayambhU  Vikas Mandala.  [Hrdaya
1126] : Phaptndra ratna  VajricErya (ed.), N.S.  1126, Cittacthar 

"Hirdaya"

 yi nGU.L4-7;4H,

Kathmandu:  Nepala  BhE$a  Parisad. Iwamoto  YUtaka (ed.), 196e, 
"Catalogue

 ofthe  Buddhist

Sanskr;it Manuscripts in the Library of'Ibkai  University," Proceedings ofthe Faculty ofLetteny,
7bkai U}iivensity, vol.  II, pp. 1-37. Jagadish Chandra, 1980, Bibliograpdy ofIVepaleseArt, New

Delhi: Delhi Printers Prakashan. Khadga  man  Shrestha, 2008, Hlstoi:y ofBudtthism in Alepal:

PV7th Slpecial REtl?!rence to Pbjrayana Borddhism, Kathmandu.  Lakaul, Vaikurptha prasad, N.S.

1105, Nepalae  
"Sthaviravada"

 gukathapa  vakgu  khah.? Kathmandu.  Miroj Shakya  (ed.), 2010,

(latalogtte ofDigitized Rare  SZinskrit Budtthist imnuscripts, vol.  1, Califbrnia: University ofthe

West. Munindra ratna  Bajr2cArya, V.S. 2058, IVlepalakZi CZir Prasidaha Karundmaya Lokesivara,

Katlmandu: Subhakdrnani Printimg Pres. [Pale-svarn 23] : Phaqindra ratna  Vajr5carya, N.S.

1125, 
"Nep51amapdalaya

 Bauddha sarpskrtii  stotra vacana  parampara," Pale-svipa, no. 23, pp. 27-

33, Lalitpur: Lotus Research Centre. [Pant 2062]: MaheSa raj Pant, 
"Vi.

 sarp. 1514 dekhi 1825

bhitrakfi ahilesamma  prakEgamE na-fiekE  8 vatE  patra," Pfirnima, p[in;Enka 118, V.S. 2062, pp. 18-

30, Kathmandu:  Samgodhana-ma4dala.  [Pant 2062!63] : MaheSa  raj Pant, 
"Samsaradeviko

pratimasthapana gari r5khieko  tamrapatrako  Siddhi harsa Vajracdrya (Vi. sam.  1936-2009) le

pa(theko patha ra  gareko ultha  Ptir4ima," pnmatika 118 (pp. 1-17) , 123 (Jka) , 124 (pp. 1-31) ,

V.S. 2062/63, Kathmandu: Samgodhana-marpdala. [Phanindra and  Munindra 1112] : Phapindra

ratna  Vajr5cirya and  Munindra ratna  Vajr5carya, N.S. 1112 (V.S. 2048), Vojraynnaepulupalu,

Kathmandu: Subhakfimana Printing Pres. [Philately 1987] : Philately (HbiLtlyearly Jburnal),

vol.  14, no.  1, January 1987, The Nepal Philatelic Society. [Vadri ratna  1113] Vadri ratna

Vajracdrya, N.S. 1113 (V.S. 2049) , Dhannadhatu  vagiSvara  vratavicthi  va  dharmadhatu vagiSvara

marp4ala,  Kathmandu: Vinar Printifig Pres. [Vadri ratna  1123] Vadri ratna  Vajrac5rya, N.S.

1123 (V.S. 2060), Graha ma4dala  va  Lokottarapilj'a-, Kathmandui Vinayaka  Pres. [VideSi
1098] : Revati ArnEtya  et al., N.S. 1098, Vldest vidvdn  va  Nqpalabhfisa, Patan: Sahityayfi

MalukhE.  [Who's who  2003] : Phaptndra  ratna  Vajracarya (ed.), 2003, Mltasika dhalah:

IVepalabhdsfi sahitya  khakui yqgaddna  dupinigu, KathmandU:  Nepalabhasa Ekedemi.  [YogeSa
2063] : YogeSa  Raj, 

"Thimi
 balakumfiri mandirsarnbandlii  kehi kfigajit," Priicina IVepat, sarpkhya

1oo, V.S. 2063, pp. 9-28, Kattmandu: Pur5tattva vibh5g.  (ljI: tlibitrliiJkSd&(DIStwtelVk

tw:lktsAMtu-(Fa6)

< l -  v  
---

 le > tw fi E-l- Rts, Sli as Jki {l}k tc f. E  4g, pt tu JS( {l} :kge.47pa,  SiddhiharsaVajr5carya

   (utreJit7rt"veesr)
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